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県内産学校給食用米の理解促進へ
親子で「田んぼの生き物調査」

JA神奈川つくいでチーズ作り教室
作業工程を通し、酪農家との交流を深める

　6月26日、農産販売課はＪＡかながわ西湘管内の圃場に
て、毎年恒例の食農教育イベント「田んぼの生き物調査」
を開催した。本イベントは県内産学校給食用米への理解
を深めることが目的で、給食米が育つ田んぼで生き物を
探しながら、田んぼや生き物の大切さを学ぶもの。
　参加した３０人の親子は、気温３０度以上の好天の中、泥
だらけになりながら田んぼに生息する生き物を捕まえ
た。その後、捕まえた生き物は図鑑で調べ、該当する生物
と照らし合わせながらニホンアマガエルやマルタニシ、
オタマジャクシなど2０種類の生物を観察した。
　子どもたちは「田んぼに入ると気持ちよかった！」、「た
くさんの生き物を捕まえられて楽しかった！」とうれし
そうな表情を見せた。
　県産米は、神奈川県学校給食会による地産地消の取り
組みの中で学校給食に使用されている。「給食のお米はど
こから来るのか」という問いから、県産米の集荷を担う
ＪＡグループと給食利用者らが相互理解を深めるきっか
けにもなっている。
　同課は「学校の給食で食べているお米は、今日生き物
を捕まえたような田んぼで作られている。生き物調査を
通して、ぜひ神奈川のお米に興味を持ってもらえたらう
れしい」と子どもたちに呼びかけた。

　ミルクの凝固がなかなか進まないというハプニング
もあったが、工程ごとに変化するカード（凝乳）の味
を確認しながら、ミルクから固形物を取り出してチー
ズへ変化させる過程を体験した。
　参加者は「最近はなかなか集まる機会がなかったが、
こうして集まれてうれしい。チーズ作りが奥深いこと
を初めて知った。2か月間熟成させるのが楽しみ」と
話していた。

　ＪＡ神奈川つくい酪農運営委員会は6月３０日、相模原
市立城山公民館で酪農家を対象としたチーズ作り教室
を開催した。
　今年1月に酪農家とＪＡ全農かながわ職員の間で、生
乳を使ってチーズを作りたいという会話があったこと
から実現に至った。
　当日はホルスタインやブラウンスイスを飼育する酪
農家5組7人が参加。ほとんどの参加者がチーズ作りは
初めてだという。今回はフランスのチーズ「トム」を
模倣して作った。
　講師は趣味でヤギを飼い、搾ったミルクでチーズ作
りを行っている畜産事業センター相談課の竹内国輝さ
んが務めた。竹内さんはチーズの魅力について、「牛の
品種や使用する乳酸菌などの微生物によって風味が異
なること、また、チーズを通して目に見えない微生物
の活動を見られることが面白い」と話す。

新製品の説明を受ける農機担当者たち

新製品の性能を農機担当者が学ぶ
農機重点銘柄製品研修会を開催

　全農かながわは６月21日、県内ＪＡの農機担当者を
対象とした農機重点銘柄製品研修会を、平塚市にある
ＪＡ全農営農・技術センターにて開催した。
　農業機械を用いた作業における疲労の軽減や、作業
スピードの改善、安全、騒音問題等に配慮した性能を
持つ新製品が各メーカーより続々発売される中、農機
担当者1９人がメーカー５社の説明を受け、新製品の性
能や使用方法、メンテナンス方法を学んだ。

そっと、田んぼに入ろうね

ザリガニを捕まえたよ！

見つけた生物を
図鑑から発見！

「水稲栽培にかかる研修会」開催
生産者の労力軽減に向け情報交換

　農産部はＪＡ横浜の協力のもと6月2９日、横浜市青葉
区の水田で水稲栽培にかかる研修会を開催した。
　水稲栽培時に、「初中期一発除草剤で抑えきれなかっ
た後発雑草の対策に苦慮している」という生産者の声
が開催のきっかけとなり、機械を使わず簡単に散布で
きる省力性の高い「豆つぶ剤」による中後期除草剤（使
用薬剤：ツイゲキ豆つぶ）の散布実演を行った。併せ
て、令和4年5月より取り扱いをスタートしたトラク
ター・神奈川推奨型式モデルも展示した。
　展示されたトラクターは「関東6県ＪＡグループスペ
シャルトラクター」として、関東6県本部が連携し、
生産コスト低減を目的に発売されたモデル。地域性な
どを勘案して、全幅1.7ｍ未満のロータリーで公道走
行可能、24馬力の仕様である。

　当日は生産者９人が参加。メーカー担当者が豆つぶ
剤の特長を説明し、散布を実演。トラクターの展示で
は機能やメンテナンス方法を説明した。
　コロナ禍により農機展示会や生産者への説明機会が
少なくなっていたが、参加者は「新しい情報をもらえ
ることはありがたい。今後も随時情報をつないでほし
い」と話した。

型出ししたチーズに一安心

JA相模原市レトルトシリーズ「キーマカレー」
今月のPickup！

・�6次産業化の取組みで昨年ＪＡ相模原市と共同開発し、販売されたレト
ルトシリーズ。その販売動向を踏まえてシリーズを見直しした。キー
マカレーが仲間入りし、ゴロゴロカレーと食感の違いを比べられるラ
インナップに。
・�発売日：2０22年7月26日（火）
・�税込参考売価：�オニオンスープ28０円�

ゴロゴロカレー・キーマカレー各３９０円


